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課題研究最終報告
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一社会科■道徳における「沖縄の未来を描く平和教育」の実践一

A Study on Peace Education Aiming to Tram "Qualities of social ParticiDation M
-Practice of 'Peace Education through Drawing the Future Images of Okinawa' in Social Studies and Moral Education -

仲谷祐美
Yumi NAKATANI

琉球大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻

1.はじめに
2CU7年9月，沖縄県民にとって衝撃的な事件が起きた。沖縄本島中部に位置する読 

谷村の戦争遺跡「チビチリガマ」が10代の少年たちに荒らされた。チビチリガマは， 
同村内にある「シムクガマ」と並ぶ県内有数の平和学習の場だ。メディアでは事件を起 
こした少年たちの中には，チビチリガマについて知らなかった者も含まれていたと報 
じられた。新城（2017a)はこの事件に関し，「戦後70年を超え，若者たちの周囲に戦 
争体験者が少なくなってきていることも背景の一っだと思う。」と述べている。さらに， 

「沖縄戦から72年。学校現場では，沖縄戦の実相を伝えるための取り組みが実践され 
るが，教員の多|亡化で時間の確保が困難などの課題も指摘される。（新城，2017b)」と言及している。

同時に沖縄平和協カセンター(2014)の調査からも，沖縄県の平和教育の課題につい 
て，「戦争体験者の高齢化が進む中，平和教育は戦争の『記憶』を伝えるだけではなく， 
その『記憶』を踏まえた平和の『形成』にも力を注いでいく必要があるIと指摘されて 
いる。このことは，現在の平和教育が社会参画へと十分につながっていないことを意味している。

本稿では，実践授業前後に実施したァンケートと社会科と道徳を通した授業実践に 
基づき，「沖縄の未来を構想できるような平和教育」，「単発的ではなく，継続的な平和 
教育を行うための手立て」とともに，社会科教員を中心とした沖縄県内の教員へ向け， 

「『社会参画の資質』の育成を目指す平和教育」の実践と考察を行うことを目的としている。

2.本研究における「社会參画の資質」について
社会参画について北，向山(2014) 

は，「参加や協力などの類義語とは異 
なり，より深く社会に関わること」 
つまり，「計両•立案の段階から，よ 
りよい社会の形成にかかわること」 
と定めている。同時に，小•中学校の 
学習指導要領にお(ナる社会参幽につ 
いて「小学生や中学生がいますぐに 
社会参画できるようになることを目
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図1r『社会参画のステップ』とその資質の墓礎j 北.向山(2014)
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指しているのではなく，将来社会人になったときに求められる人間像を不している」と 
述べている。さらに，「子どもたちを国家•社会の形成者として育てるためには，社会 
科を中心としたあらゆる教科で指導すること」と教科横断的な「社会参画の資質」の某 
礎を育成する必要性を提言している（図1)。

これらを踏まえ，本研究では北，向山（2014)の「社会参幽‘の対象である社会につ 
いてわかるようになること，その社会と自分（たち）の生活と結びついていることを 
理解すること」という社会参両の定義に加え，「社会的な事象や出来事を他人事ではなく，自分事と捉 
えている状態かつ，主体的に自ら社会に関わろうとする態度」も含め「社会参画の資質」と定める。

表1アンケート実施状況と授業実践状況一覧
学校名 学年 クラス アンケート実施日人数 実践回数

3 a 実践前 5月30日 38
4

実践後 9028日 37

A中学校
3 b • c • d

実s戈前 5月30日 111 1

実践後 6月19•〜22円 82 第？時のみ実施

3 e 実践前 6月1日 36 なし

B中学校 2 (現3年生） 実践前 2月15〜17日 146 なし

C中学校 3 f 実践前 6月28日 38 なし

3.研究方法
本研究を行うにあたり，「学習意欲に 

関する問い」12項目と「社会参画に関 
する問い」4項冃を合わせた計16項冃 
の「沖縄戦学習に関するアンケート」
を5件法（1=思わない，5 =とても 
思う）にて授業前後に行った。木アン 
ケートは，沖縄本島中部の米軍基地に 
隣接するA中学校3年生（185名），本島中部に位置するが，米軍基地に隣接していな 
いB中学校2年生（現3年生146名），C中学校3年生（38名）の3校にて実施した。 
授業実践は，実習校A中学校では3年生5クラス中4クラスで取り組んだ。

また前年度の研究から，「沖縄戦学習に対する生徒の意欲は高いが，学んだことを自 
ら発信しようとする等の社会参画への意欲は低い。」（仲谷，2017)ことが明らかになっ 
た。そこで本研究では，「社会参画に関する問い」4項目の授業前後のアンケート結果 
と授業実践における生徒のワークシートの記述から考察する,，

4.アンケート結果と授業実践について 
(1)「社会参画に関する問しヽ」のアンケート結果（授業前)

ンケ

からは，3校の授業前のァ 
卜結果をみていく。調査し

表2 A • B • C中学校のアンケート結果（授業前)
質問内容

A中学校

人败(%)

B中学校

人败{%)

c中学校

人败（％)

合計

人K (.%)

小学校、中学校での沖縄戦学習 思） 145(78.4) 10GC72.5) 33C8G.9) 284(77.0)
問1 は自分の将来に役立つと思いま どちらでもない 28(15.1) 25(17.2) 4(10.5) 57(15.4)

すか。 思わない 12(6.5) 15(10.3) 1(2.6) 28(7.6)

今後、沖縄戦について字んだこ 思う 98(53.0) 69(47.2) 28(73.0) 195(52.9)
問2 とを他者（友连や家族）に自分 どちらでもない 66(35.6) 49(33.6) 8(21.1) 123(33.3)

から発信しようと思いますか。 思わない 21(11.4) 28(19.2) 2(5.3) 51(13.8)

あなたは将来、国際社会に生き 思う 144(77.8) 101(69.2) 33(86.8) 278(75.3)
問3 る一員として役立つ人間になり どららでもない 32(17.3) 34(23.3) 5(13.2) 71(19.3)

たいと思いますか。 思わない 9(4.9) 11(7.5) 0(0) 20(5.4)

あなたは今後、自分から進んで 思う 68(36.8) 45(30.8) 21(55.3) 134(36.3)
問4 平和に関運する行事や活勤に# どちらてもない 88(47.5) 72(49.3) 15(39.5) 175(47.4)

加しようと思いますか。 思わない 29(15.7) 29(19.9) 2(5.2) 60(16.3)

た3校全てが共通して，問1と問 
3から「沖縄戦学習に対する意欲I 

や「社会に貢献できる人材になり 
たい」という意識を持つ生徒の割 
合は高いが，問2と問4から「社 
会参両に対する意識」を持つ生徒 
の割合は低いことがわかる。

実習校A中学校の授業実践前の
結果をみると，問1の昏定的なM答をした生徒の割合は78. 4%とC中学校に次いで2 
番目に卨い。この要因は，小中学校の平和学習の成果であると考える。問2に関して肯 
定的な回答をした生徒の割合は，3校の中で2番目に高くなっているが，その割合は
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5 3 • 0 %に過き' ない。これは，A中学校は米軍基地に隣接していることに関連すると思わ 
れる。A中学校の生徒たらの多くは，小学生の頃から米軍基地のそばで生活しているた 
め，常に沖縄戦について考える環境にある。しかし，約半数の生徒しか沖縄戦学習にて 
学んだことを自ら他者に発信することの必要性を感じていないことがわかる。そのこ 
とは，問4の肯定的な回答者数の割合が36. 8 %と他校と同様に低い割合を示している 
ことからも伺える。この要因は，A中学校が米軍基地に隣接しているからこそ，平和に 
関する活動への参加が憚られていると考える。これらのことからA中学校の3年生は， 

「沖縄戦学習が将来の役に立つ」と認識しているが，平和学習で学んだことを自ら発信 
しようとする等の社会に参画しようとする意欲が低いことが明らかになった。

B中学校は閑静な住宅街の中にあり，沖縄県內でも珍しい全学年で取り組む「校外 
平和学習」を特徴としている。毎年，それぞれ学年ごとに県内中部の戦争遺跡を訪問 
し，1F1かけて沖縄戦について学習している。だが，全ての質問において，否定的な 
回答をした生徒の割合が3校の中でも最も高い。この要因は校外〒•和学習にて，体験 
的に平和教育の大切さを丨•分に理解してはいるものの，毎年の平和教育が「自らの将 
来」や，「沖縄の未来」を考えるきっかけへと繫がっていない可能性がある。

一方でC中学校は，他の2校と比較して全項目において肯定的な回答をした牛.徒の 
割合が非常に高い。この要因としてC.中学校では，全校体制にて積極的な「協調学 
習」に取り組んでいることが関係していると思われる。これに加え，学級担任によれ 
ば，「沖縄という地域性と6月という時期」「公民の授業にて『平和主義』の学習をし 
た直後」だったことも影響しているのではないか」と述べている。そして，それは6 
月23 口 「慰霊の口」の前後に県内全域で行われる特設平和学習とアンケート実施時 
期の2つが結果に影響していると推察される。しかし，問4については他の2校と同 
様に低いことから，社会参画に対する意識は他の2校と差はみられないと考える。

( 2)授業実践について
表3 A中学校3年a組，b ~d組における授業実施計画

時数 教科 授苯名 授粢内容

1 道徳
沖縄戦体験者の証言から戦争を学ぶ

(情動喚起型授業） • 「沖縄タイムスワラビー•沖縄戦を学ぼう特別版」の記事から沖縄戦の実態を知る。

2 社会
沖縄戦の経緯を知り，慰霊の日の意義を 

(事実的認識中心の授業）
•日本はどの時期に戦争を終えれば，沖縄戦を防ぐこと（被害を最小限に抑える）ができたのか考える。
• 「今の私にできること」「今年の慰霊の日をどのように過ごすか」考える。

3 道徳
戦争から考えるI私たちの未来」

(情動喚起型授業）

• 「慰霊の日」をどのように過ごしたか振り返る。
•宮古高校3年生の上原愛音さん作詩「Sい〜私達のおばあに寄せて」を取り上げる。
•1人の丨平和の使者」として，丨宋来の沖縄」にどんな1バトン」をつないでいきたいか考える。

4 道徳
沖縄と広島•長崎そして，「私たちの未 
来」について考える

(知識基盤•情動喚起型授業）

• 「もし，A中学校に原子爆弾が投下されたら？」どのような被害が起きるか想定する。
• 「沖縄の被爆者」について知る。
• 1私たちの未来」を守るために，今の自分が丨平和」のためにできることを考える。

沖縄県の平和学習は，小中高等学校にて各発達段階に応じた内容で行われている。筆 
者は，「小学校で展開されている乎和教育は，沖縄戦関連の物語の読み聞かせや体験者 
の方による講演など，事実に基づきながら児童の心情に訴えかける内容の授業（情動喚 
起型授業）が多い。一方で高等学校では歴史的な流れに沿い，事象相互の関係把握を指 
向しつつ，…つの歴史的な出来事としての平和教育（知識基盤型授業）が多く展開され 
ていると思われる。よって，中学校という発逹段階では，『生徒の心情に訴えながらも， 
事実的認識に重きを置いた授業の実践』が必要」（仲谷，2017)と提言している。

これに基づき，授業を構成した。配属学級のa組では，社会科と道徳の時間を合わせ 
た4回，b〜d組の3クラスでは，社会科の時間に第2時を1回取り組んだ。
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A中学校では，6月に丄時間特設で平和教育が設定されていたため，これを軸に全4 
コマの授業を構成した。実習校における今年度の平和学習は，平和教育担当教諭への聴 
き取り調査から「同年代の中学生が演じている演劇を鑑賞させ，沖縄戦を全国に発信す 
るiつの手段であることを学ばせることを意図」していることから，沖縄県中学校総合 
文化祭（2015年）『マブニのアンマー』の劇のDVD鑑賞が行われた。

①第1時沖縄戦体験者の証言から「戦争」を学ぶ
本時は，沖縄県内の学校に「慰霊の日特別号」として発行されている新聞（「沖縄 

タイムスワラビー」）を利用し，戦争体験者の証Hをもとに授業を実施した。まず， 
生徒には朝読書と授業のg頭10分間で新聞の9名の体験談を読ませ，自分の心に残 
った記事を1つ選び，その中で特に印象に残った文草にマーカーで線をリIかせた。そ 
して，その記事を選んだ理由と感想をワークシートに記述させた。次に，グループで 
それぞれが選んだ記事について感想や意見を交流する場を設けた。さらに授業後に 
は，記事を読んだ感想の掲示物を作成し学級前の廊下に掲示した。生徒たちの作品を掲示すると，何 
名か他学級の生徒たちも興味を示していた。同時に，「うちの学級でも是非取り組みたい。」と他学級 
での取り,組みも見られた。第1時の証言を読んだ生徒の感想記述例は，以下に記す。

表4 沖縄戦体験者の証言を読んだ生徒の感想記述例
生後A (狂子） 生後B C女子>

最後の1死んだ方が良かったと感じることもある。」という文がとても印象に 
残りました。今の時代は命が助かったから言ぶのが当たり前なのに，戦争が終 
わっても「どうしてあなただけ生き残ったの。1と言われることはとてもつら

私は，丨悲しむ感情さえも無くした。」という記事の文を読んでびっくりしました。 
今は，人が死んだら何人もの人が沆いて悲しみ，小さい動物が死んでも悲しむ人がい
ます。地元の人じゃないから死体を放っておくなど，今では全然考えられません。ま
た，家族とはぐれて1親戚の山小屋に姉と非難1ってどんな感じなんだろうと思いまかったと思います《戦争は，戦争が終わっても人々を苦しめるものなんだなと
しナニまず.»ムたちは家族と離ればなれになることが少ない„あるとしたら自分たち思いました。友達はみんな死んだのに自分だけ生き残ってしまった罪悪感もあ

ると思います。今までは，戦争が終わって良かったなどの本を読んだことは 
あったけど，戦争で生き残った方が死んだほうが良かったといった誑言は初め 
てでした。なので，戦争が終わってからも苦しめられている人がいることを忘
れてはならないと思いました。

が大人になり，自分の身の周りのことを自分ででき，考えて行動できるようになって
からだと思い;tす。それなのに.子どものとさに親と離ればなれになってし;tうとR
をしたらいいのか.どこに行ったらいいのか分からなくなると思いますa今ではあり
得ないことだと思います。それほど戦争は，辛くて苦しかったのだと思いました。

②第2時沖縄戦の経緯を知り，慰霊の日の意義を理解する。
本時は，事実的認識力の向上を目的に「日本はどの時期に戦争を終えていれば，沖 

縄戦を防げたのか考える」ことをテーマに取り上げた。導入では，沖縄戦の特徴を穴 
埋め形式のワークシートにて復習させた。そして，1929年（世界恐慌）から1945年 
9月7日（実質的に沖縄戦が終結した日）までの年表から，沖縄戦を終わらせるタイ 
ミングとして相応しいと思う時期を丨5個から丨つ選ばせ，黒板に掲示した年表の該 
当する番弓•にネームプレートを貼らせ，全員の意兄を交流した。そして，自分の選ん 
だ番号の根拠を教科書や資料集を使用し，ワークシートに記述させた。その後，4人 
グループにて個人の意見を交流，グループの意見を集約させ，各グループの意見とそ 
の根拠を発表させた。そして，今日の授業を受けて自分の意見が交流前と変化した生 
徒にネームプレートを移動'^るように指，ぶし，根拠を発表させた。ネームプレートを 
使用することで，「他者の意見を聞き，自身の意見を再び考え直すことで，より自身の意見を深める
こと」を意図した。終末には，「沖縄県慰霊の日を定める条例」から慰霊の日が制定された背景を説 
明し，今後の慰霊の日の過ごし方や今の自分が平和のためにできることを考える場を設けた。

表5第2時ワークシート記述例
生徒C (男子） 生徒D (女子）

僕は，今日の授業を受けて思ったことがあります。日本は，真珠湾攻撃をす 沖縄戦で亡くなった人は，約24万人だったと知り驚きました。去年は，12時

る前にちゃんとァメリカと話して，日米平和条約を結んで仲良くしていた になったら黙とうするだけだったけど，今年からは戦争について本を読んだ

ら，あんなに人も死ななかったのではないかと思いました。 り，テレビや新聞で学習したりしてもっと詳しく知ろうと思います。
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③第3時戦争から考える「私たちの未来」
本時は，上原愛音さん（宮^高校3年）作詩「誓い〜私達のおばあに寄せて」を取 

り上げ，に電きを置いた情動喚起型の授業を行った。この詩は，沖縄県平和祈念資料 
館が毎年募集していろ「児童•生徒の平和メッセージ」にて今年度，高校生の部詩部 
門で最優秀賞に輝いた作品である。この作品は，慰霊のHに糸満市の平和祈念公園で 
開かれた沖縄全戦没者追悼式で朗読された。筆者が現場で録画した映像を流した後， 
この詩を再び個人で読ませ，心に残った文章を選び，その理由をワークシートに書か 
せた。そして，4人グループを作ってそれぞれの記事を選んだ理由や意見を交流する 
場面を設けた。授業の終末には，詩のフレーズにある「平和の使者」と「バトン」と 
いう言葉を凡!いて「沖縄の未来へ平和のバトンをつなごう！」をテーマに未來に受け 
継ぎたい物事を考える時間を設けた。そして，第1時と同様に授業後に掲示物を作成 
し，学級前の廊下に掲示した。

表6第3時7 —クシートの記述例
朁け黼いTい？たいもの•こと

海•空
•この沖縄の自然を二度と沖縄戦の時のような海や空にしないように平和の素晴らしさを後世にも伝えていこうと思った。

•戦争をすると海は船で黒くなるし，青い空は爆弾を落とした戦闘機などで黒くなってしまうから。

平和を願う気持ち •いつまでも平和な世界が続くようにという想いを次の世代に伝えていきたい。

戦争の悲しみ •戦争では家族，知人や恋人を失う人が多い。失えば，悲しみ以外は何も生まれない。だから，これを次の世代に「バトン」を伝えていきたいから。

沖縄戦を伝える本や写真 •沖縄戦体験者はどんどんいなくなって沖縄戦を伝えられる人がいなくなってしまうので，沖縄戦を全く知らない人が出てこないようにするため。

「慰霊の日」 •これからも慰霊の日を続けていくことで，沖縄戦の記憶を受け継いでいきたいから。

0〇の塔（地域の慰霊塔）の存在 •自分たちの住んでいる地域の慰霊塔の存在を伝えることで，地域の歴史も同時に受け継いでいけるから。

米軍基地
•基地がある限り，（沖縄戦を）絶対に忘れることはないと思うから。

•基地があるから今は，どこの国からも攻められないから。

④第4時沖縄と広島■長崎そして，「私たちの未来」について考える。
本時は，夏休み明けの9月下旬に「沖縄と広島•長崎そして，『私たちの未来』に 

ついて考える。」をテーマに取り組んだ。これまでは沖縄戦に特化した実践だつたが， 
本時は「北朝鮮の核ミサイル問題」と広島•長崎の原爆を関連させた授業を実践した。 
導入にて，「北朝鮮に対する被爆者の訴えIの新聞記事から最近の世界情勢について 
確認させた。そして，広島•長崎の原爆投下について復習させた後，八中学校を中心 
とする地図を提示し，広島•長崎の原爆被害をA中学校の属する市町村に置き換えて 
考えさせた。「もし原子爆弾が落とされたら，どんな被害が起こるのか」を個人で予 
想させた後，グループにて意見交流と各グループの意見を発表させた。そして，原爆 
の被害を爆心地から1キn メー トル/ごとに説明し，ワークシートに色を塗らせた。終 
末には，「沖縄の被爆者」とA中学校が所在する自治体のI反核，軍縮を求める平和都市宣言」，沖縄 
と核の関連について説明し，本時の授業で考えたことをワークシートに記述させた。

表7第4時ワークシートの記述例
4«E (男子） SfettF (女子）

今の自分にできることは，戦争に対する呼びかけだと思います。今はで 過去の戦争についてしっかり勉強し，次の世代に語り継がなければならないa
自分の子や孫に語り継いでいけるのは，自分しかいないから。小さな喧嘩や争きなくても，近い将来には必ずやってみたいと思います。これが今の自

分ができる平和と自分たちの未来に対する考えです。 いごとを無くし，優しくすることで大きな争いや戦争につながることはないと
思う《だから，今一度自分の行動を一入一人が見直すことが必要。

生tIG (勇子） 生ttH (女子）

今，北朝鮮とアメリカ合衆国の間では，どちらとも分かり合おうとせずに 

戦争が始まろうとしています。戦争は，死者が出るだけの無意味な戦いで
すa平和にするためには，雷.車で老人が席に座れないときに譲ってあげら

私たちが平和のために出来ることは，小さなことで揉めないようにするこ
とや，平和について考える時間を普段の授業に取り入れることだと思う„

他にも沖繅戦や広島•長崎の原■の悲惨さを子孫に伝えていくことも1平

れる，そういった思いやりが大事だと思いますn僕も思いやりを心に持 和1ために自分たちができることだと思う。

ち，人のためにできることをしてい5たいです《
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5.アンケート結果と考察
(1)I社会参画に関する問しヽjのアンケート結果（授業後)
授業実践を4回全て行ったa ____ 表8 a組（4回）とb〜d組（1回）の実践前後のアンケート結果

組は，問4に肯定的な回答をした 
生徒数が授業前39. 5%から授業 
後48. 6%と9.1%と増加してい 
た。否定的な冋答をした生徒の割 
合に授業前後で変化は見られな 
かつたが，「どちらでもない」と 
[H]答した生徒の一部が「思う」へ 
と授業後に変化したと思われる。

授業実践を1回行ったb〜d組 
についても，授業前後で結果に変化が見られた。特に問2と問4については，肯定的な 
回答をした生徒の割合が大幅に増加している。問2は59. 5%から72. 0%，問4は42. 3%

質問内容
a組授業前

人数（％)

a組授業後

人数（％)

b〜d組授業前

人数（％)

b〜d組授業後

人数（％)

A中学校e組

人数（％)
小学校、中学校での沖縄戦学習 思う 27(71.1) 27(73.0) 94(84.7) 68(82.9) 24(66.6)

問1 は自分の将来に役立つと思いま どちらでもない 7(18.5) 7(18.9) 12(10.8) 14(17.1) 9(25.0)

すか。 思わない 4(10.5) 3(8.1) 5(4.5) 0(0) 3(8.4)

今後、沖縄戦について字んだこ 思う 21(55.3) 21(58.3) 66(59.5) 59(72.0) 11(30.5)

間2 とをte蓍（犮遠や家族）に自分 どちらでもない 11(28.9) 11(30.6) 35(31.5) 15(18.2) 20(55.6)

から発信しようと思いますか。 思わない 6(15.8)
_________________

4(11.1)
_________________

10(9.0) 8(9.8) 5(13.9)

あなたは将来、国際社会に生き 思う 27(71.1) 24(64.9) 92(82.9) 68(82.9) 25(69.4)

問3 る—員として役立つ人間になり どちらでもない 8(21.0) 9(24.3) 15(13.5) 12(14.7) 9(25.0)

たいと思いますか。 思わない 3(7.9) 4(10.8) 4(3.6) 2(2.4) 2(5.6)

あなたは今後、自分から進んで 思う 15(39.5) 18(48.6) 47(42.3) 43(52.4) 6(16.7)

問4 平和に関連1る行率や活動に# どちらでもない 15(39.5) 11(29.8) 48(43.2) 28(34.2) 25(69.4)

加しようと思いますか。 思わない 8(21.0) 8(21.6) 16(14.4) 10(12.2) 5(13.9)

から52.4%とどちらも10%以上の増加がみられ，「どちらでもない」と回答した生徒数 
も授業前に比べて10%近く減少し，肯定的な回答へと変化していることがわかる。このことから，否定 
的な回答から肯定的な回答へと変化し，社会参画に対する意識の変化がみられたと考える。

同時にb〜d組は，問3の全項yにおいて，授業前後で割合の変化はほとんど見られ 
なかった。この要因としてこのアンケートは，4時間の授業実践を見通して作成したも 
のであるため，単発で実践した第2時の授業の内容が問1の冋答へとつながりにくか 
ったことと，授業前から肯定的な回答をしていた生徒の割合が高かったことが関連していると考える。

これらのことから，本研究の授業実践は「社会参画の資質」の育成の基礎を培うため 
に有効なものであったと考える。本来であれば，1年間を見通した授業計画が必要であ 
る。しかし，木研究の実践は4回が限界だった。ここでは，4回または1回の実践から， 
わずかながらの効果が見られた。1年あるいは，3年間を見通した継続的な実践がより 
質の高い「社会参画の資質」の育成へ連なると推察する。
(2)考察

こからは，a組の特に変容が見られた3名の生徒の変容を中心に分析していく。

生» :女子〉

表9 4時問実践クラスにおけるワ•クシ■卜記述内容の変容
生妇(》子) | 生徒Kは子} |

このB貫をしている00?んは.私より射' 12癱®時にa争を体Bして

ぉリ，彼拟Sから手リ“敕托され•（1い方をftわったUに脚を

受けました3しかも、その李りゅう受を受け取った00さんが少しほっと

手りゆう？!.しかt台決用のtiのを台分の子にし.

すなよ，」と伝えたことにSIBを抱fりゅう薄は，決して* *宝な 

んかではないと私は思い2す，手りゆう«を冢宝と思ってし2う«Sを私は

とても李く思いました。ftは父や母.友人や兄弟.緩せき.全てが大切でしたとfiF貢していたことに*きました、このように.死ということに安心

を5えてしまう璲争は本3に佈いと思いましたa

Jすg争についてSベ.よく知り.teの人たちに£えていくことが私たちが

T.それ51うちのを私は，っ/*并仲I仲ん.だかh祕u. »aをLたくな

いのです。S分のBの15で大事な人が财のを見たくないからですt 
慰霊の日に）辖てばかりではなく.钱条の奉を考えてこれから自

8争を起こさないためにることだとSいit., ffifの日には.上に 分はどうするか.どうしたらK争がなくなるのかなどを考えたいと

患います•格とうなどもしたいと思いますA
あげたことをS行し.自分て6争のことについて考え.自分なり®宥えを衿

第

f•相目»の•如あまりS3いたことかなく，料？Iに兵±の病ftか移ってし

まい，苦しんでどうし上うもなく，それでも兵士のf疢をしなければならな

Aいという«な思いをしたというにある思い.悲しく思った，m
_もむごくてそ錢理をする人がいたり• でも6 士として賴しなければい

けない入#いたり.gいTffちを»ちなtfhtaのためにないといけ
Iない人々が出ないように，8争に反対してい;:うと考えさせられた。

金1で笔1の卫はMだからとんでいたけど.今$は沖のさやB
第
2 没者の碎など洲かゲ(いるから

ていたけど.

ついて考える日にしたい-1

的日の授衮で.洚择朽をIけるための方法を者えて.S分の》導を防ぐ方法に 

も鮪び付けて考えた，
* T和の詩をKんで，たちが体联した«争の»诤2,そして今の& 

3たちがやろベSことを劣；■させられたたちが次め世代へパトンタ7チす

^べきことは甸なのか者え.それを案gしたいと思った_______________
というのに凫这と白分という_对_の中で.唷寒をしないこと

や0ス妓の朱团メンパーとf中R く1ることと考えられ§し/;•か 

ら.いわゆるrチクチク«」は使わない•相手にs謝•尊敬の念を

：i持つなど，少しgしいけれど大事なことをしっかり考え行13し，友S 
にその動きを広げていくことたと思う，例えば.咳礞をしたら仲[4リ 

するように.白分の彝をSめることも大事，

今BのSKを受けて，バトンをつなげていくためには，Sめて«争はしては 
いけないと.老い*したv &先たちがつないてSてくれた令のバトvめ思いを 

受け取り.欠の思いた立のffi圪へiつ心tiい乏公いjj?い多し立
平和というものは，芝いところを改§:cいこう.良くしていこうと 

いう気持ちからiまれuのだとS4Sい打。なぜなら，世界が核 

爆薺やK争などを「1いこと.と見なし，良くして平和な世の中にし 

ていこうとしているからですaなので，芝すは目分の周リの莱いとこ 

ろを改爸していくことがたちの未来_を守るために今のfi分がで 

きることだと思います。

基把があり，絶対に汴ftgを：とがないと»うからでtn C 
め詩を誉いた人がすごいな〜と思った.0分なら黨1.今までgSめEなん 

てあんまり氰にしていなかったけど.少しずつ貪治していきたいと恳いまし 
|私一人だけだ之世界はSわらないけ匕私が•平和Jにっいて坼え5こと 

で多くの人の共fを呼ぶことがでSれば少しずつ世界はR〈なっていくと 

aいます，私がそれをできなくても私たちの子浮に教争のttさを伝えるこ 

とでMiについて何かをしてくれるとsいます^ gれい革ではあるけ
れど.s分め大切な人のf■めに今.s分がて？る！. aかを幸チにする:r 

とを頑張りたいです-,まずは.茶族や友人から幸せにしたいと思います-
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第1時では，沖縄戦体験者の証言をもとにした情動喚起型の授業だった。そのため， 
証言から戦争に対して，「辛い」や「怖い」，「悲しい」「驚いた」などの記述が多くみら 
れたことから，生徒の感性に影響を与えたことがわかる。また，表9の3名にはみられ 
なかったが，表4の生徒Bの記述から戦時中の出来事を現代に置き換えて考え，「自分 
事」として捉えることができている。だが，社会参画に対する考えや行動につながると 
思われる記述は，全体的にほとんど見られなかった。

第2時では，表5生徒Cのように歴史的な出来事をもとに白分の考えを述べている 
記述が多くみられた。また第1時では，「戦争はつらい」や「悲しい」などの表記し 
ていた記述に加えて，生徒D • J のように，「どうしたら戦争がなくなるのかを 
考えたい」「戦争について本を読んだり，テレビや新聞で学習したりしてもっと詳し 
く知りたい」など，戦争にっいて考え，学習したい等の記述をした生徒が増え，沖縄 
戦に関する知識習得への意識の向上が伺える。また，生徒Iは第2時にて，沖縄戦を防ぐ方法から 

「白分の喧嘩を防ぐ方法」に結び付けて考え，白身の実生活と関連させた記述内容が見られ/た。
第3時は，ぶ来に受け継いでいきたい物事を記述させた（表6参照）。a組で最も多 

かった記述は，沖縄の「海」や「空」だった。その理由として生徒の記述から，戦時 
中は海から米軍が上陸し，空には無数の戦闘機で海と空が黒く染まってしまったと認 
識していることを読み取ることができた。また，「◦〇の塔の存在」といった自分の 
住んでいる地域の慰霊塔と記述し，自分たちの地域の沖縄戦についての出来事を伝え 
ていきたいと記述し生徒もいた。さらに，a組の中で2名（男女各1名）が「米軍基 
地」と記していた。その2人に理由を尋ねてみると，男子生徒（生徒E)は，「米軍 
が今の口本，沖縄を守っているから。現在の口本では，国を守れない。」と述べてい 
た。その一方，女子生徒（生徒K)は，「基地がある限り，絶対に（沖縄戦を）忘れ 
ることがないと思うから。」と，米軍某地の存在そのものが沖縄戦の事実を表してい 
るため，後世へ受け継いでいくことができると言及していた,，さらに，その他の生徒 
への聞き取りや授業中の生徒の会話から，米軍基地があるがために，自分たちの生活 
が危険にさらされていると認識していると思われるが，実際は米軍基地が生活や文化 
の「一部」となっていることが分かった。また，この実践から全体的に生徒の記述に 
変化がみられるようになった。生徒Jのように，多くの生徒が今の自分に出来ること 
を考え，「友達とケンカをしない」や「体験者が少なくなってきているので今，ちゃ 
んと話を聞いておきたい」などの具体的に自分が平和のためにどのようなことに取り 
組むことができるのか考え，記述しているように思われた。

そして第4時では，第3時に比べてより自身がどのような行動を起こせばよいのか記述している生 
徒が多くみられるようになった。表8と表9からは，現在の生活を振り返り，改善し自分の周りにそ 
の動きを広げていこうとする姿勢がみえる。生徒Jは，第2時で「戦争について調べ，良く知り，他 
の人たちに伝えることが自分たちに出来ること。」と記述している。第4時では，より具体的に「自分 
の周りの悪いところを改善していくことが『私たちの未来』を守るために今の自分が 
できること」であると，より未来を見据えた記述内容に変化した。さらに生徒Kも， 

「私がそれをできなくても，私たちの子孫に戦争の怖さを伝えることで『平和』につ 
いて何かをしてくれると思う」と未来を見据えた記述へと変化している。

これらのことから，A校での実践は効果があったと考える。4回授業を実施したa
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組では，問4の回答が授業前と変化した生徒が39名中8名（20.5%)いた。その詳細は，「思う」か 
ら「とても恐う」1人，「どちらでもない」から「とても紐、う」1人，「どちらでもない」から「恐 
う」4人，「あまり思わない」から「思う」2人である。回答が変化した生徒のコメントには，「この 
平和学習を通して興味を持った。」「平和記念公園に慰霊の日に行ってみたいと思った等 
が見られた。この他にも，「平和の大切さ，非戦の誓いを自分から発信したいと思っ 
た。」「沖縄戦体験者が減っていくから，今度は，自分たちが体験者から聞いた話や授 
業で習ったことを後世に残していきたい。」など社会参両へとつながると思われる記 
述内容が39名中16名（41.0%)見られた。このことは，自らが社会に生きる1人の 
人間としての強い意識と自分たちが未来へと沖縄戦の記憶を受け継いでいかなければ 
ならない使命感を抱いている生徒が多いということを示している。

6.おわりに
本研究は，「社会参両の資質」の育成を冃指す平和教育を目的として行った。本研究 

の授業実践を行うにあたり，生徙たちの生活する地域を常に意識しながら，教材研究に 
取り組んだ。実習校A中学校は，米軍基地に隣接している。授業後の生徒の感想の中に 
も米軍某地に関する意見がいくつか見られた。また，牛徒の保護者のなかには，米軍や 
自衛隊の関係者が少なくないため，現在の学校現場での平和教育は，対象となる生徒た 
ちへ最人の配慮のもとに実践が展開されている。しかし，その配慮に（よ学校教育での平 
和教育において，基地問題を扱うこと自体が避けられていることが含まれているよう 
に思われる。新城（201fi)は，「基地問題は経済の問題ではなく，沖縄人（ウチナーン 
チュ）の生き方にかかわる問題」であると述べており，これからの平和教育には，対象 
となる生徒の人格や尊厳を保らつつ，沖縄戦学習とともに基地問題についC学習する場を設けることが 
求められるだろう。これは，今後の学校教育における平和教育の大きな課題である。

最後に，本研究の授業実践は本大学院のカリキュラム上，実習校であるA中学校の 
みの実践となった。また，八中学校のカリキュラム上の制約と現場での経験がない著 
者にとって，どの実践においても自身の経験不足を強く実感した。しかし，多くの実 
習校や大学院の先生方が支えてくださり，実習を重ねるにつれ，自身の成長を感じる 
ことが出来た。今後は本研究での成果と課題を現場において経験を重ね，解決方法を 
試行錯誤しながら，自身の教師としての力量形成につなげていきたい。
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